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背景 目的

本研究では、国立情報学研究所のIDRデータセット提供サービ

スによりLINEヤフー株式会社のYahoo! 知恵袋データ（第3

版）を利用させていただきました。ここに厚く御礼申し上げ

ます。

方法

考察

結論 謝辞 COI開示

演題発表に関連し、開示すべきCOI関係にある企業等は
ありません。

連絡先：国際医療福祉大学大学院医学研究科 医学専攻（社会医学分野） 熊澤芽葉恵 22m3005@g.iuhw.ac.jp

結果
共起ネットワーク

• 麻疹・風疹：母子手帳紛失で接種歴不明、旅行先でアウトブレイク、感染の不安。
ワクチン接種により避妊期間が必要となり妊娠タイミングを逃す不安。

• インフルエンザ：発熱など症状出現時にどう対応するべきか分からない。
• COVID-19：未知の感染症に罹患する恐怖、国内外の感染状況、感染対策に関心がある。

◼ Lift値は疾患ごとの全語数で標準化するため、本当に特徴的な頻出かが分かる。
• 麻疹：ワクチン関連の語が高頻度で抽出。
• 風疹：同様にワクチン関連語が並んだが、妊娠に関連する語が高いLift値だった。

（注）麻疹と風疹は【麻疹風疹混合ワクチン】が形態素に分解されるため、各疾患の
上位Liftに現れる。

• インフルエンザ：臨床症状に関連した語群の頻度が高い。COVID-19と比較した投稿
から抽出されたため【COVID-19】が頻出。

• COVID-19：【人】は感染者数の単位として多く抽出された。

倫理的配慮
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